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ところが、ハイデガーが生前公にするのを差し控えていた草稿『哲学への寄与 Beiträge zur 
Philosophiej が1989年に公刊されることによって事情は一変した。その書のなかでハイデガーは、「神」
を哲学とは区別された神学や宗教の問題としてではなく、「存在」の思索としての哲学に直接関わるか












( 1 )の立場では、キリスト教神学的な「神J の概念がハイデガー哲学へと持ち込まれることによっ
て、ハイデガーの思索において「神」が語り出される文脈や、そこでの「神」の概念の究明が看過され

























而上学によっては問われない「差異 DifferenzJ をハイデガーは「存在そのもの das Sein selbstJと呼















理(アレーテイア )J のうちへと「跳躍 SprungJ する。それによって存在は「拒絶」として本質活動し、
人間は存在に帰属する者として自己固有なものとなる。存在と人聞が共に自己固有のものとなる「出来
事=性起 EreignisJ が、そこに生起するのである。(4 )存在と人間の転回的共属関係である「性起=
自性化の出来事」の構造を言葉にもたらすことによって、「性起J の場である「現-存在 Da-seinJ の「基
づけ GründungJ が遂行される(第 2 節、第 3 節)。


















が「民族=人々 Das VolkJ という集団へと結集するのか否かによって、作為構造の支配が継続するの
か、あるいはその歴史に終止符が打たれて新たな歴史段階が始まるのかの「決断」が生じる(第 l 節)。


























































































































本論文は、 20世紀最大の哲学者 M ・ハイデガーの哲学における「神」の問題を、哲学者の死後公刊
された草稿『哲学への寄与』を精細に読み解くことを通して、根底的に明らかにしようとしたものであ
る。全体は、それぞれ三つの節をもっ四つの章からなり、「序論」と「結論」が付されている。
「第 l 章 存在史的思惟」の結構」は、まず『哲学への寄与』において展開されたハイデガーの思索を、
存在が自らを現す、存在そのものの生起として捉える「存在史的思索」と総括し、次いでこの存在の
「現れと隠れ」の動向を、四つの接合肢(章) r響き J rはたらき合ぃJ r跳躍J r基づけJ の分析から詳
細に検討していく Oいわゆる「存在忘却」が「存在棄却」であるという理解から、「存在」の側からの「現
れと隠れ」の相貌が存在の人間への関わり方(接合肢)として捉え返えされる。




「第 3 章 詩作による「民族=人々の存在」の創設J は、「存在」を「聖なるもの」として捉えようと
する詩作のはたらきに着目し、「存在」が詩人に「神の目配せ」として到来する仕組みを、ギリシアに
おいて神々が「ト・テイオン J (神的なもの)として思索された経緯と重ねて読み解いていく。
「第 4 章 「最後の神」とキリスト教J では、ハイデガーの他の著作をも手がかりに、この文脈でのキ
リスト教の位置づけを試みることで、「最後の神J の内実を明らかにしようとする。それによれば、両
者はまったく別な神であるが、「最後の神」はキリスト教に対して意識的な距離化を計るなかで構想さ
れたものである。こうして、ハイデガーは人間存在の根本生起である「存在」の経験のなかに「神J の
はたらきを見るという形で、「神」をそれとして相応しく問いうる一つの可能性を提示したのだと結論
づけられる。
以上のように、論者は『哲学への寄与』において提示される「最後の神J とは何かという問いを中心
に据え、西洋哲学全体を術撤しようとするハイデガーの「存在史的思索J を、「存在」と「神」、そして
「歴史」と「神」の連関のなかで読み解き、人間存在と「神」との根源的かかわりを新しいアクチュア
ルな相貌の元に浮かび上がらせている。こうした考察はこれまで試みられたことがなく、その論旨の明
快さも数あるハイデガー研究のなかでも出色である。その考察の成果はハイデガー哲学研究のみにとど
まらず、哲学そのものの可能性にまでも及ぶ独創的なものであり、斯学の発展に寄与するところ大なる
ものがある。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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